
１．まちづくり指標の現状

２．外的要因（世論、自然環境、社会動向、民間・ＮＰＯ活動等）

３．めざすべき姿に対する現状評価（まちづくり指標や外的要因等からの評価）

４．事務事業群に対する評価（行政活動の評価）
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現状評価 Ｂ

２．各事業群の事務事業は、長期成果を達成するのに必要十分であるか。

次年度の
改善計画

平成２８年２月に「ウェブサイト更新システム（CMS）」を導入してウェブサイトをリニューアルし、ＳＮＳによる情報発信も開始した。
今後も市政情報をわかりやすく提供する事業を継続し「市民が求めている市政情報が不足なく、わかりやすく発信されている」
という状況を改善する。

市民からみた計画の進捗状況

評価観点
１．長期成果は重要なまちづくりの課題（めざすべき姿）の一歩手前の状態となっており、モレなくダブリなく設定されているか。

評価
長期成果の設定は、情報を提供する側（市）と受け取る側（市民）に分け整理しており、特に問題はない。今後もインターネット
を利用したウェブサイトや紙媒体の広報紙、ケーブルテレビやコミュニティーＦＭなど、さまざまな広報媒体を通じて市政情報を
わかりやすく提供する事業を継続していく必要がある。

各種ポータルサイトの運営

広報紙の発行事業

市資料コーナーでの閲覧

長期成果（事業群②） 長期成果（事業群③） 長期成果（事業群④）

報道機関の活用事業

広報紙の発行事業

行政情報の公開制度

1,538 1,600
41.3 43.9

ウェブサイト等の運営事業

市民が情報を得る手段を自分に合
わせて選ぶことができる

市民が求めている市政情報が不足
なく、わかりやすく発信されている

「情報発信件数」は前年度実績値と比べ増加しており、今後も増加傾向を継続できれば10年後の目標
値を達成できると考えられる。「市から提供される情報がわかりやすいと思う人の割合」は前年度実績
値と比べ微減しており、目標値との乖離も見られる。

年度

情報発信件数（件）

市から提供される情報がわかりやすいと思う人の割合（％）

停滞

46.1 36.8

重要な
まちづくり
の課題

(めざすべき姿)

広報の方法が工夫され、市民に必要な情報が届けられる

重要なまちづくりの課題の現状評価シート

行政課、情報推進課など
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平成28年度

企画部長

H20H18まちづくり指標

スマートフォン・タブレット端末などの携帯モバイルをはじめ、インターネットが急速に普及しており、40代までの市民は広報紙よりウェブサイ
トで市政情報を得ていることが市政アンケートの結果で分かっている。しかし増加している高齢者世帯では、利用できる情報媒体が限られ
ている世帯が多く、情報格差が生じている。また税金や社会保障の制度そのものの見直しが頻繁に行われ複雑化している。
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各種広報媒体の活用事業

長期成果（事業群①）

1,499

評価がＢ・Ｃの場合
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